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皮下脂肪厚（皿皿） 3a5 3〔L5 84．5 一 34．17～33．65a30｛4α2227．2｛」30．4
体　　密　　度 LO43｛L165 15．8 一 1．045ハ・1．046 一 一
体脂　肪（％） 24．1 4．3 1乳7 一 2a1～・22、7 一 一
活性組織量（kg） 39．8 9．9 24．8 一 38．7～3＆8 一 一
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昭和54年
走ｯ栄養



























































































































































































































































































? ? t 1検 定
????????動物性たん白質とたん白価
たん白価とアミノ酸価
動物性たん白質比と有効たん白質量
ヵルシウム充足率と乳類充足率
ヵルシウムと魚介類充足率
ヵルシウム充足率と緑黄色野葉充足率
鉄充足率と動物性たん白質充足率
鉄充足率と＝ネルギー充足率
鉄充足率と緑黄色野菜充足率
鉄充足率と肉類充足率
鉄充足率と卵類充足率
動物性たん白質比と穀類エネルギー比
　0．251
　0．　706
　0．　118
　0．　425
　0．　315
　0．　096
　0．643
　0．　540
　0．　478
－o．　oo7
　e．ell
－O．229
　1．557
　5．981
　0．713
　2．856
　2．019
　⑪．587
　5．107
　3．903
　3．310
－O．043
　0．067
－1．431
n。s．
＊　＊
n．3．
明自＊
n．s．
＊　＊
＊串
＊　＊
且．S．
n．S．
n．5．
注）＊P〈O．　05，＊＊P＜0，01，n．・s．・t　no　significant（t一検定）
　9，　総合的食生活診断
　総合的に食生活を診断することはきわめて困難であるが，対象女子学生の食生活は，六つの基礎食
品による栄養診断得点は41．5土3．7で「少し工夫がいる」状況であり，食事の健全さの点検による得
点は71．8土9．3で「やや健全であるが若干問題がある」と診断される。なお，これらの診断得点と食
品，栄養素等の平均摂取比率ならびに摂取パターン類似率との相関係数を求めたところ，その値は小
さく一定の傾向を見出すことはできなかった。蓑17に調査対象者の平均的食生活診断の概況をまとめ
て示した。
　以上，食物専攻女子学生の春の連続3日間の食生活調査成績を，個人別に設定した比較基準ならび
に生活時間調査成績等に対比して概観してきたが，平均的には，食品類別摂取水準は栄養素等摂取水準
に比してやや低位であった。食品類別摂取においては，各食品類の摂取上の変動係数が比較的大きく，
適壷摂取域に達しないものも6食品類ほどみられ、したがって比較基準パターソに対する類似率は
O．　851であった。他方，栄養i素等摂取比率には食品類摂取上の変動等が平準化されて反映されるた
め，摂取上の変動係数は小さく，エネルギーと9栄養素のすべてが適量摂i取域かそれを凌駕してお
食物専攻女子学生の食生活実態調査 一97
表｛7　調査対激者の平均的食生活診断の概況
平均食品摂取比率（％）
平均栄獲素摂取比率（％）
食品摂取パターソ類似率
栄獲素等摂取パターソ類似率
食品摂取異質指数
栄養素等摂取異質指数
六つの基礎食品による栄養診断得点
食事の健全さの点検による得点
食物消費の2次元空間による食凄診
断
「?
87．　6
110．　6
⑪．851
⑪．912
　149
　88
41．5
71．8
土S．D．
15．　0
16．1
0．083
0．052
3．7
9．3
C．V．
（％）
17．1
14．6
9．8
5．7
8．9
13．O
（O．287，　－1．279）
評 価
平均的には適量摂取域に達していない。
平均的には適量摂取域の上限にある。
食品構成パターンに95％類似している。
栄養所要量パターソに91％類似している。
栄養素等の摂取に比べ比較基準との異質性が高
いe
食品摂取に比べ比較基準との異質性が低い。
少し工夫がいる食事内容である。
やや健全であるが，若干問題がある。
照和46年国民栄聾に比しやや近代型で僅かに贅
沢型
り，比較基準パタ・一ソに対するパターン類似率は0．912であった。しかしながら，個人栄養の視点
からみると，3日間の栄養索等摂i取比率が前述の工0項目についてすべてが100％以上の薄象者は5人
の12．8％にとどまり，10項目のうち少なくとも1項目が71～80劣である者と，同じく1項目が51～70
％である者とがそれぞれ28．2％，43、6％，あわせて71．8％存在し，平均値の背後にある問題点とし
て，摂取栄養状態を論ずる場合に考慮されなければならない。
　対象女子学生の栄養素等摂取状況を，森ら7）による岩手県立盛岡短期大学の同様の対象についての
調査成績と比較すると，＝．ネルギーとビタミンC充足率が近似していたが，他は概して本学の対象女
子学生の充足率が高値であった。なお，適正値を逸脱しつつあるとはいえ，糖質，脂質，たん白質エネ
ルギー比はそれぞれ53％，33％，14％oであり，穀類エネルギ・一比，動物性脂質比，食塩摂取量は適正
域にあり，摂取たん白質の質的評価も良好であり，さらに，摂取エネルギーと消費＝ネルギーがほぼ
見合っており，また，1日の食費も妥当なものと思われ，対象女子学生の食生活は平均値としてはお
おむね望ましい水準にあるといえよう。
　「私の食生活調査」と題する課題を学ぶ過程で，学生は礪大な計算量の処理にはじめて出合い，と
まどいながらも放郷することなくやりとげ，ささやかな成就感にひたる者，栄養指導上の機徴にふれ
るような示唆を見出す者，自らの食生活改善に意欲を見せる者，その他何がしかの感慨を得，それぞ
れ報告書に記載している。また，教科担当の著者らも，調査成績の集計，解析処理の中で，栄養指導
上，有意義な知見をいくつか見出すことができ，感謝している。それらを温めておき，いずれかの機
会を得て検討に供したいと思っている。
要
?
食物専攻2年生，19～20歳女子39名の昭和56年3月～4月の連続3日間における食生活調査成績の
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解析から，次の結果を得た。
　1）　1入1日当たり平均摂取食贔数は29種類，同じく食費は717．5円であった。
　2）平均体位は，同年齢の推計基準値にほぼ等しく，消費エネルギーと摂取エネルギーは午前，午
後，夜間のそれぞれにおいていずれもほぼ対応していた。
3）栄養辮の摂取は，燃所要量に上ヒして充足率は92～136％平均11e・・6・％・パター噸似率
vx．o．、912で，＝＊ルギーとた舶質垂翼取上の個人差が小さく，鉄のそれがやや大であった・館摂取
量は1α2土3，5牙であった。邑
　4）食品類の摂取は，目安量に比して充足率は39～三45％，平均87．　6％，パターソ類似率は0．851
で，砂糖類（39，2％），豆類（54．4％）が少なく，穀類を除く他の食品類における摂取上の個人差が
比較的顕著であった。
　5＞摂取たん白質は，動物1生たん白質比が4＆8％，たん白価が82，アミノ酸価が96であり，質的に
一も良好と層、われた。
　6＞糖質，脂質，たん白質エネルギー比はそれぞれ53％，33％P，14％で適正値をやや逸脱しつつあ
り，一方，穀類エネルギー比は46．　6％，動物性脂質比が45．3％でともに適正域にあった。
本研究にあたり，ご懇篤なご指導を賜わりました本学の塚原　叡教授，山田雅子助教授，ならびに
調査成績の作成に協力していただきました本学家政科食物専攻2年生（第18回生）の皆さんに，深く
感謝いたします。
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